
※民間事業者の有無とは、行政区域内で民間バス事業者が運行しているかどうかを指す。 分析欄

※民間事業者平均値は当該団体が所属する標準原価ブロックの民間平均値

経営比較分析表（平成28年度決算）
神奈川県　川崎市

業務名 業種名 事業名 管理者の情報 H24 H25 H26 H27 H28

法適用 交通事業 自動車運送事業 自治体職員 年間輸送人員（千人） 47,305 46,460 48,375 49,306 48,966

資金不足比率（％） 営業路線（km） 年間走行キロ（千km） 在籍車両数（両） 他会計負担額（千円） 1,297,653 1,164,068 1,183,777 1,200,977 1,195,010

- 194.4 13,017 344

職員数（人） 管理の委託割合（％） 民間事業者の有無 地域公共交通網形成計画策定の有無

519 35.1 有 無

全体総括

 本市では、採算性の確保が難しい路線の運行を行うなど公営バス
として役割を果たしながら、平成26年度に策定した川崎市バス事
業経営プログラム（平成26年度～平成30年度）に基づき、安全な
輸送サービスの確保や経営改善に取り組んでいる。この結果、営
業収支比率は上昇傾向にあり、黒字化により累積欠損金も減少し
ている。
 今後、営業所の建替やバス車両の更新などが見込まれる中で、軽
油価格の動向や高齢化を含めた人口動態、まちづくりの状況など
の外部環境に注視しながら、持続可能な経営基盤を確立すること
が必要である。

1. 経営の健全性 1. 経営の健全性について

 本市では、これまで経営環境の変化や市施策の影響等を踏まえ、
経営改善に取り組んできており、平成19年度から営業所の管理委
託を開始するなど経営の効率化に努めている。平成26年度からは
計画期間５年間の川崎市バス事業経営プログラムに基づき、安全
を第一の使命にお客様に満足いただける利用しやすいサービスを
提供するとともに、経営健全化に取り組んでおり、平成28年度決
算においては黒字を確保している。

事業の状況
 ①経常収支比率は、概ね100％程度で推移していることから、経
営の健全性は確保されているものと考えている。②営業収支比率
は100％を下回っているが、これは公営バスとして公共施設等への
接続や民間事業者では対応の難しい地域の交通手段を確保するた
めの路線を運行していることによるものである。
 また、③流動比率は100％を下回っているが、これは平成26年度
の会計基準の見直しにより、流動負債に償還期限まで１年以内の
企業債が含まれることとなったことによるものである。④累積欠
損金比率については平成26年度から累積欠損金を計上することと
なったが、このことについても会計基準の見直しにより、退職給
付引当金を一括計上したことによるものである。平成28年度が黒
字決算となったため、前年度と比較して減少している。

独立採算の状況
 公営バスとして公共施設等への接続や民間事業者では対応の難し
い地域の交通手段を確保するための路線を運行していることか
ら、一般会計からの適正な公共負担を受けている。このため⑦他
会計負担比率は公営企業平均値を上回っている。

資産及び負債の状況
 固定資産の取得を含む建設改良は後年度負担を踏まえて対応を図
り抑制したことなどにより企業債残高が減少し、⑧企業債残高対
料金収入比率は公営企業平均値を下回っている。また、保有資産
の減価償却の進行により、⑨有形固定資産減価償却率は上昇傾向
にある。これらのことから、保有資産の計画的な更新等が課題と
認識している。

2. 経営の効率性について

 経営の効率性に関する指標は、比較の対象となる民間事業者の規
模、営業地域、経営手法等（管理委託による運行など）が一様で
なく、単純比較はできないものの、①走行キロ当たりの収入は民
間事業者平均値よりも低くなっているが、これは前述の公共施設
等への接続や民間事業者では対応の難しい地域の交通手段を確保
するための路線を運行していることが一因と考えられ、また、②
走行キロ当たりの運送原価と③走行キロ当たりの人件費は民間事
業者平均値よりも高くなっている。
 本市の推移をみると、①走行キロ当たりの収入は平成26年度以降
増加しており、②走行キロ当たりの運送原価は平成26年度から減
少傾向にあったが平成28年度は増加に転じた。この結果、両者の
差も平成27年度に62.9円であったものが、28年度では74.21円とな
り増加した。これは、路線やダイヤの見直しにより増収が図られ
たものの、退職給付費や営業所の管理委託料の増により、営業費
用が増加したことによるものである。③走行キロ当たりの人件費
についても②と同様に退職給付費の増等により増加に転じたもの
である。
　バス１台の乗車定員に対する平均輸送人員の割合である④乗車
効率は、乗車人員が公営企業平均値を上回っていることや、平成
26年度から増加傾向にあることから、利用者ニーズに即した運行
を提供できているものと考える。

2. 経営の効率性
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②営業収支比率（％）
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③流動比率（％）

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 147.7 103.1 58.4 60.9 71.4

平均値 180.9 196.1 96.5 97.7 100.0

当該団体値（当該値）
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⑤利用者１回当たり他会計負担額（円）

⑥利用者１回当たり運行経費（円）

H24 H25 H26 H27 H28

■当該値⑤ 27.4 25.1 24.5 24.4 24.4

■当該値⑥ 193.5 199.6 190.4 180.6 184.7

■平均値⑤ 19.8 17.7 15.7 13.6 14.6

■平均値⑥ 189.9 183.0 181.8 177.3 180.0
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当該値 14.2 12.6 12.9 13.5 13.2

平均値 10.4 9.7 8.7 7.7 8.1

○事業の状況

○独立採算の状況 ○資産及び負債の状況
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⑧企業債残高対料金収入比率（％）
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当該値 32.9 25.8 16.8 9.6 8.3

平均値 45.3 37.5 30.9 27.0 22.5
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⑨有形固定資産減価償却率（％）

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 60.8 64.9 83.2 86.1 86.3

平均値 68.4 69.7 79.3 78.9 78.4
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民間事業者平均値（平均値）
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③走行キロ当たりの人件費（円）

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 426.15 440.34 424.44 425.03 439.77

平均値 361.64 366.20 369.14 371.91 384.80
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②走行キロ当たりの運送原価（円）

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 713.09 714.58 697.84 679.81 694.88

平均値 614.79 621.98 620.43 618.04 631.22

540.00

560.00

580.00

600.00

620.00

640.00

660.00

680.00

700.00

720.00
①走行キロ当たりの収入（円）

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 606.57 593.53 604.55 616.91 620.67
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④乗車効率（％）
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当該値 18.1 17.5 18.0 18.4 18.5

平均値 17.0 17.4 17.4 17.7 18.0
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当該値 0.0 0.8 56.8 32.2 28.9

平均値 80.8 76.6 102.5 90.4 86.1
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